
　未来のことを考えると、食品ロスは減らさなきゃいけないんだよ。
　環境・経済・社会を一体的に考え、「持続可能な発展を図らなきゃダメだ！」と、
世界の各国が考えるようになり、国連で2030年に向けたSDGs（エスディジーズ）
という17分野の目標が立てられたんだ。食品廃棄物・食品ロスの削減もこの目標
に含まれているんだよ。日本でも令和元年10月から食品ロス削減推進法が施行
されたよ。
　それに、香川県の家庭ごみが燃やされている焼却処分場では、処理量の約3割
が生ごみなんだ。食品ロスが減れば、ごみの量も処分費もCO2も減らせるよね。

令和5年4月 香川県循環型社会推進課 5 junkan@pref.kagawa.lg.jp

県民１人１日当たり

※約22グラム＝ウインナー１本分

香川県食品ロス削減推進計画（2021年３月策定）
　消費者、事業者、行政等の多様な主体が連携して、食品ロスの削減を総合的・
計画的に進めるために策定した計画

約22グラム減らすことで目標達成

（県内推計：3.7万t  ➡  2.9万t）
2017年度比で2030年度までに22％減

つまり…

●香川県の食品ロス削減目標

2030年までに世界全体の食料の廃棄を半減
●日本の目標
事業系・家庭系食品ロスを共に2000年度比で2030年度までに半減
事業系：547万t➡273万t　　家庭系：433万t➡216万t

●SDGsの目標

食品ロスの削減目標

みんなで
取り組もう！

数値目標



本来、食べられるにもかかわらず捨てられている食品を「食
品ロス」といいます。食べ残し、消費期限切れなどで捨
てられており、日本では毎日一人当たり約113グラム（令和
２年度（そのうち半分程度は家庭から））出しています。“本
来、食べられるもの”捨てるのはもったいないですよね。

スマート・フードライフ推進キャラクター
「たるる」


